
　

開始年度 25

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

25

将来目標

20

「実績」
縮小図る

17 20

20

単位

団体

団体

目標値 14

21

H28目標値

21 18

Ｈ 26 Ｈ 27

5,785

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

①事業の募集（まちづくりセンターに募集要領及びチラシの設置）
②申請書類の受付
③採択事業の選定
④自治会・町内会にて応募事業の実施
⑤事業報告書及び補助金請求書の受理
⑥補助金確定通知
⑦補助金の交付

基本
方針

1,5606,501

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.01

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9083
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
所沢市紡ごう絆地域応援事業補助金交付要綱

部課コード 050200 ℡

法定受託＋附加

事業コード
紡ごう絆　地域応援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

050209

①事務事業名

終了年度 年度

地域づくり推進課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 地域づくり支援

地域の底力支援事業（平成24年度終了）

■ □ □

年度

278

→

事業の種別

地域コミュニティ節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 「新たな地域コミュニティの構築」に向けた推進プラン

人々の価値観やライフスタイルの多様化等に伴い地域コミュニティの希薄化や「地域力」の低下が危惧される中、地域の身近な課題を住民自ら
解決しようという取組みを支援するために、地域コミュニティの中心的な役割を担う自治会・町内会の先進的な取組みを募集し紹介する「地域
の底力支援事業」を平成２２年度から実施した。平成２４年度で同事業が終了後、さらに各自治会・町内会の意欲的な取組みを応援するため
に、自治会・町内会の取組みの「はじめの一歩」を支援する本事業を開始した。

総合計画の体系 章 コミュニティ 地域コミュニティの支援

団体

団体

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

1,560

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

自治会・町内会 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

地域の身近な課題の解決を図ろうとする住民の取組みを応援するため、自治会等が意欲的に行う事業の立ち上げや発展に係る経費の一部を補助し、支援するも
のである。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

278

6,501

人） （

0.58人 5,023

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

5,785

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

1,560

（ 0.00

27 年度平成

4,273

（千円） 年度 （千円）

1,560

1,512 1,478

（千円） 平成

団体

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.49人

補助金交付件数 補助金を交付した団体数 17

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

17

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

交付申請件数 事業を申請した団体数

％ 達成率 121 100

　 項目名 項目説明

成果指標 補助金交付件数

継続

平成28年度の補助事業を選考するにあたり、昨年度に引き続き加入促進効果が見込
まれる事業について配慮した。

17

実 績 17 17
補助金を交付した団体数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

地域づくり推進課　千葉　裕之

終了

次年度予算

評価日 H28.8.12 評価者職氏名

理由
自治会・町内会の活動に対する支援を充実することで、地域コミュニティの活
性化を推進していく。事務の改善・効率化を図りながら、引き続き事業を実施
していく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
例年、予算を上回る応募事業があることから、引き続き自治会等が行なう活
動に対して支援の充実を図る。

拡大 縮小

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

自治会等が地域コミュニティの活性化など図るための取り組みや活動を行
なうにあたり、その支援の効果やあり方を検証し、改善・効率化を図りながら
実施していく。

平成26年6月30日に「所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例」を制定したこ
とに伴って、平成27年度から加入促進効果が見込まれる事業には、選考にあたり配慮
をした。その結果、自治会・町内会で加入促進効果を狙った事業が増え、加入につな
がったと報告をいただいた事業もある。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

―

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


